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要約 
本研究の目的は，若手のソーシャルワーカーのバーンアウトと離職意向，セルフ・コンパッションの関連を検討することであ

った．就職後 5 年以内の，社会福祉士 73 名と精神保健福祉士 31 名がオンライン調査に参加した．構造方程式モデリングに

基づくパス解析を実施したところ，セルフ・コンパッションがバーンアウトの下位尺度である情緒的消耗感と負の関連を示

し，情緒的消耗感が離職意向と正の関連を示すことが明らかにされた．すなわち，セルフ・コンパッションは情緒的消耗感を

媒介して，離職意向と負の関連を示した．また，このモデルの適合度は CFI=1.00，RMSEA=.000，SRMR=.020 であり，十分

にデータに適合したモデルであると言える． 
 
Abstract 
The purpose of this study was to examine the relationship between burnout, turnover intention, and self-compassion among early career 
social workers. A total of 73 social workers and 31 psychiatric social workers, who were both within the first five years of employment after 
graduate, participated in a web-based surveys. Path analysis based on structural equation modeling revealed that self-compassion was 
negatively related to emotional exhaustion, a subscale of burnout, and emotional exhaustion was positively related to turnover intentions. 
In other words, self-compassion was negatively associated with turnover intentions, mediated by emotional exhaustion. The goodness of fit 
of the model was CFI=1.00, RMSEA=.000, and SRMR=.020, which indicates that the model fits the data well. 
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1. 問問題題とと目目的的a  

1.1  ソソーーシシャャルルワワーーカカーーののババーーンンアアウウトト 
 ソーシャルワーカーは社会福祉の立場から，利用者やそ

の家族の社会的・経済的困難の解決・調整を図る，対人援

助の専門職である．ソーシャルワーカーの仕事には，その

支援対象や職務内容から生じるストレスが多い．このよう

なストレスが積み重なり，結果として，バーンアウトが生

じることが指摘されている 1-4)． 
 バーンアウトとは過度な心理的・感情的負担によって引

き起こされる情緒的疲弊状態であり 5)，対人援助職におい

て特徴的にみられるとされる 6, 7)．バーンアウトは，職務パ

フォーマンスの低下や健康問題，離職を予測することが明

らかにされている 8-10)．また，バーンアウトは共感満足や

支援対象への適切な関わりと負の相関，共感疲労や支援対

象への不適切な関わりと正の相関を持つことが示されてき 
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た 11)．支援者の心身の QOL の維持や適切な支援の提供の

ために，バーンアウトの予防が重要である． 
 バーンアウトの予防を考えるには，どのような要因がバ

ーンアウトを引き起こすのか，バーンアウトの規定因を明

らかにすることが必要である．ソーシャルワーカーや福祉

施設の職員を対象とした研究では，役割葛藤や役割の曖昧

さ，給与への不満足 2)，支援対象からの暴言・暴力 11)，ス

ーパービジョンを受けることができない環境 4)など，職場

環境の要因から検討がなされてきている． 
 しかし，バーンアウトの発生には職場環境の要因だけで

なく，個人要因も関係していることが指摘されている 6)．

バーンアウトが発生しにくい職場環境を整備していくこと

も，もちろん早急な解決が求められる社会問題ではあるが，
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その解決・実現には様々な課題が伴う．そのため，職場環

境要因に関するアプローチだけではなく，どのような個人

特性をもったソーシャルワーカーはバーンアウトを起こし

にくいのか明らかにしていくことも重要であろう．以上よ

り，本研究では，ソーシャルワーカーを対象としたバーン

アウトに関する研究において，これまであまり検討されて

こなかった個人要因に注目する． 
 
1.2  セセルルフフ・・ココンンパパッッシショョンン 
 近年，バーンアウトを予防する個人要因として，セルフ・

コンパッション（self-compassion）に注目が集まっている．

セルフ・コンパッションとは，苦痛や心配を経験したときに，

自分自身に対して思いやりの気持ちを持ち，苦痛に満ちた

考えや感情をバランスがとれた状態に保つことを指す 12, 13)．

また，セルフ・コンパッションは，「自分への優しさ（self-
kindness）」といった情緒的反応，「共通の人間性（common 
humanity）」といった認知的な理解の仕方，「マインドフル

ネス（mindfulness）」といった注意の向け方の 3 つの要素か

ら構成される 14)． 
 有光は，これらの 3 つの要素を次のように説明している 15)．

「自分へのやさしさ」とは，苦しみに対して養育するように

自分に優しい言葉をかけることである．「共通の人間性」は，

人間とは本来周りの事象によって生かされている存在であ

ることに気づき，周りと同化して苦しみを共有し緩和する

こととされる．「マインドフルネス」は，ある否定的な考え

が頭に浮かんだときに，それにとらわれず，現実に起こっ

ていることに意識を集中させることを指す． 
 メタ分析によると，セルフ・コンパッションはウェルビ

ーイングのような心理的適応の変数と正の関連 16)が，抑う

つや不安，ストレスのような心理的不適応の変数と負の関

連 17)が示されている．このようなセルフ・コンパッション

の心理的（不）適応の変数との関連性は頑健なものであり，

メタ分析は存在しないものの，セルフ・コンパッションは

バーンアウトを抑制することが示されてきた．セルフ・コ

ンパッションとバーンアウトの関連が示された対人援助職

は，医師 18, 19)や研修医 19, 20)，看護師 19, 21)，介護士 22)など，

多岐にわたる．しかし，これまでに，ソーシャルワーカー

のバーンアウトとセルフ・コンパッションの関連について

は検討されていない． 
 
1.3  セセルルフフ・・ココンンパパッッシショョンンのの有有用用性性 
 バーンアウトを予防・抑制する個人要因として，セルフ・

コンパッションに注目する有用性を 2 点挙げる．まず第 1
に，セルフ・コンパッションを向上させるアプローチとし

て，Compassion Based Intervention が開発されており，その

有効性がメタ分析においても確認されている 23)．すなわち，

セルフ・コンパッションには個人要因の中でも介入可能な

要因であるという有用性がある． 

 第 2 に，看護教員を対象とした質的研究において，支援

者のセルフ・コンパッションの涵養が，コンパッションの

伴う支援・ケアの提供につながることが示唆されている 24)．

つまり，セルフ・コンパッションには，バーンアウトによ

る影響とは逆に，ソーシャルワーカーの支援の質の向上に

つながる可能性が備わっているという有用性がある． 
 
1.4  本本研研究究のの目目的的 
 そこで，本研究では，ソーシャルワーカーのバーンアウ

トと離職意向，セルフ・コンパッションの関連を検討する

ことを目的とする．より具体的には，ここまでの議論をも

とに，セルフ・コンパッションがバーンアウトと関連し，

バーンアウトが離職意向と関連するモデルを検討すること

とした． 
 また，本研究では，ソーシャルワーカーとして，日本に

おけるソーシャルワークの国家資格である社会福祉士と精

神保健福祉士の有資格者を対象とすることとした．加えて，

本研究では，若手の社会福祉士と精神保健福祉士に注目す

る．バーンアウトは年齢が若く，勤務経験が短い人ほど生

じやすいことが指摘されている 6)．若手の社会福祉士・精

神保健福祉士がバーンアウトを起こし，離職することは，

個人のメンタルヘルスやウェルビーイングへの悪影響だけ

でなく，業界全体の人材不足につながると考えられる．な

お，「若手」の操作的定義を，社会福祉士の上位資格である

認定社会福祉士の受験資格を参考に，臨床経験 5 年以内と

定めた． 

 

2. 方方法法 

2.1  調調査査手手続続きき・・調調査査対対象象者者  

 インターネット調査会社が保有する web調査モニターを

対象に回答者募集を行い，社会福祉士 73 名（男性 19 名，

女性 54 名，平均年齢=26.10 歳，SD=1.78）と精神保健福祉

士 31名（男性 4名，女性 27名，平均年齢=25.45歳，SD=1.67）
から回答を得た．回答者募集の際には，臨床経験が 5 年以

内であることを条件とした．調査対象者の属性を Table 1 に

示す． 
 
2.2  調調査査内内容容 
(1) セルフ・コンパッション 
 セルフ・コンパッション尺度日本語版 15)を使用した．本

尺度は，セルフ・コンパッションの 3 側面である「自分へ

のやさしさ（項目例：「感情的な苦痛を感じているとき，自

分自身にやさしくする」）」，「共通の人間性（項目例：「自分

にとって物事が悪い方向に向かっているとき，そうした困

難は誰もが経験するような人生の一場面に過ぎないと考え

る」）」，「マインドフルネス（項目例：「何かで苦しい思いを

したときには，感情を適度なバランスに保つようにする」）」
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Table 1 調査対象者の属性 

 

 
と，それらに対をなす 3 側面である「自己批判（項目例：

「自分自身の欠点や不十分なところについて，不満に思っ

ているし，批判的である」）」，「孤独感（項目例：「気分が落

ち込んだとき，多くの人がおそらく自分より幸せであると

いう気持ちになりがちである」）」，「過剰同一視（項目例：

「何かで苦痛を感じているとき，感情で頭がいっぱいにな

ってしまう」）」の 6 下位尺度 26 項目から構成されており，

「ほとんど全くそうしない（1）」から「ほとんどいつもそ

うする（5）」の 5 件法で回答を求めた．セルフ・コンパッ

ション尺度の因子構造については多くの議論があるが，本

研究では，bi-factor モデルにおいて，一般因子で説明され

る分散が少なくとも 90%を超えること 25)を踏まえ， 6 つ

の下位尺度得点ではなく，合計得点を使用することとした． 
(2) バーンアウト 
 日本版バーンアウト尺度 26)を使用した．本尺度は，仕事

を通じて，情緒的に力を出し尽くし，消耗してしまった状

態でバーンアウトの主症状であるとされる「情緒的消耗感

（項目例：「体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある」）」，

クライエントに対する無情で，非人間的な対応とされる「脱

人格化（項目例：「仕事の結果はどうでもよいと思うことが

ある」）」，ヒューマンサービスの職務に関する有能感，達成

感とされる「個人的達成感（項目例：「我を忘れるほど仕事

に熱中することがある」）」の 3 下位尺度 17 項目から構成

されており，「個人的達成感」のみ得点が高いほどバーンア

ウトが低いことを表す．最近，6 カ月の経験頻度について，

「ない（1）」から「いつもある（5）」の 5 件法で回答を求

めた． 

(3) 離職意向 
 離職意向尺度 27)を使用した．本尺度は離職意向について

測定する，6 項目単一因子構造の尺度である．質問項目（項

目例：「あと先を考えずにとりあえず仕事を辞めようと思う

ことが…」）に続く文末について，「なかった（1）」から「た

びたびあった（4）」の 4 件法で回答を求めた． 
 
2.3  倫倫理理的的配配慮慮 
 調査は匿名であること，調査への回答は自由意思に基づ

くこと，調査に協力しなくても不利益を被ることはないこ

と，調査への回答をもって研究への協力に同意したことと

みなすことを回答開始前の画面に明記した．また，本研究

は東京家政大学研究倫理委員会の承認を得て，実施された． 

 

3. 結結果果 

3.1  基基礎礎統統計計量量とと相相関関係係数数  

 それぞれの尺度ごとに平均点を求め，尺度得点とした．

基礎統計量を Table 2 に示す．なお，本研究では，サンプル

サイズが十分ではなかったため，社会福祉士と精神保健福

祉士に分けた分析はしないこととした． 
 まず，信頼性の検討のために，本研究で使用した尺度の

α係数と ω係数を算出したところ，α=.76-.81，ω=.76-.82 と

十分な値が得られた．また，尺度間の相関分析を実施した

ところ，セルフ・コンパッションは情緒的消耗感（r=-.25, 
p<.05）および離職意向（r=-.20, p<.05）との間に有意な弱い

負の相関を，情緒的消耗感は脱人格化（r=.64, p<.01）およ 

勤務経験（月数）

  Mean (SD) 37.10 (15.85) 36.77 (16.31 )
勤務形態, n (%)
　常勤 69 (94.52) 24 (77.42)
　非常勤 4 (5.48) 7 (22.58)
婚姻状況, n (%)
　既婚 17 (23.29) 6 (19.35)
　未婚 56 (76.71) 25 (80.65)
最終学歴, n (%)
　専門学校 8 (10.96) 2 (6.45)
　短期大学 2 (2.74) 1 (3.23)
　大学 57 (78.08) 27 (87.10)
　大学院（修士課程） 4 (5.48) 0 (0.00)
　大学院（博士課程） 1 (1.37) 0 (0.00)
　不明 1 (1.37) 1 (3.23)

社会福祉士 精神保健福祉士
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Table 2 基礎統計量と信頼性係数 

 

 
 

Table 3 尺度間の相関係数 

 

 

項目 M SD α係数 ω係数

セルフ・コンパッション 2.87 0.44 .76 .79

情緒的消耗感 3.17 1.01 .76 .76

脱人格化 2.51 0.89 .76 .76

個人的達成感 2.35 0.71 .81 .81

離職意向 2.54 0.67 .81 .82

1 セルフ・コンパッション

2 情緒的消耗感 -.25 *

3 脱人格化 -.13 .64 **

4 個人的達成感 .12 -.15 -.27 **

5 離職意向 -.20 * .52 ** .46 ** -.12
** p< .01, * p< .05

-
-

-
-

-

1 2 3 4 5項目
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び離職意向（r=.52, p<.01）との間に有意な中程度の正の相

関を，脱人格化は離職意向との間に有意な中程度の正の相

関（r=.46, p<.01）を，個人的達成感との間に有意な弱い負

の相関（r=-.27, p<.01）を示した（Table 3）． 
 
3.2  構構造造方方程程式式モモデデリリンンググ 
 セルフ・コンパッションとバーンアウト，離職意向の関

連を検討するために，構造方程式モデリングによるパス解

析を実施した．具体的には，セルフ・コンパッションから

バーンアウトの 3 下位尺度にパスを，バーンアウトの 3 下

位尺度から離職意向にパスを，バーンアウトの 3 下位尺度

の誤差間に共分散を設定したモデルを検討した（Figure 1）．
モデル適合度は CFI=1.00，RMSEA=.000，SRMR=.020 であ

り，十分にデータに合致したモデルであると言える． 
 セルフ・コンパッションは情緒的消耗感と有意な負の関

連（b=-.25, p<.01）を，情緒的消耗感は離職意向と有意な正

の関連（b=.38, p<.01）を示した． 

 

4. 考考察察 

 本研究の目的は，若手の社会福祉士・精神保健福祉士の

バーンアウトと離職意向，セルフ・コンパッションの関連

を検討することであった． 
 
4.1  変変数数間間のの関関連連 
 構造方程式モデリングの結果，セルフ・コンパッション

は情緒的消耗感と有意な負の関連を，情緒的消耗感は離職

意向と有意な正の関連を示すことが明らかになった． 
 セルフ・コンパッションが高い人は，つらい出来事に直

面したときに，その出来事を自分だけが経験するものでは

なく，人として生きていく上で避けることができないもの

と捉え（「共通の人間性」），バランスのとれた視点から物事

を見ようとする（「マインドフルネス」）．また，つらい出来

事によって苦しんでいる自分に対して，やさしく接する

（「自分へのやさしさ」）．このような態度を持っていること

で，ソーシャルワーカーとしてつらい出来事に直面し続け

ても，情緒的に力を出し尽くし，消耗してしまった状態に

までは至らないと考えられる． 
 セルフ・コンパッションがバーンアウトと負の関連を持

っていることは，医師や看護師，介護職者を対象とした研

究でも示されていた 18, 19, 21, 22)．本研究によって，このよう

な関連が若手のソーシャルワーカーにもあてはまることが

示されたと言える．一方で，セルフ・コンパッションとバ

ーンアウトの関連を検討した先行研究では，バーンアウト

の合計得点との検討 20, 21)や特定の側面に限定された検討

18)が多く，セルフ・コンパッションがバーンアウトのどの

下位尺度と関連するのか十分明らかになっていなかった．

本研究ではセルフ・コンパッションとバーンアウトの下位

尺度の関連を検討することによって，バーンアウトのうち

特に情緒的消耗感がセルフ・コンパッションと関連を持つ

ことを示すことができた． 
 しかし，本研究と同様にバーンアウトの下位尺度とセル

フ・コンパッションの関連を検討している，介護職者を対

象とした研究 22)では，職種（介護職員と訪問介護員）によ

ってバーンアウトの下位尺度とセルフ・コンパッションの

関連が異なっており，一貫した知見は得られていない．こ

の研究では，コーピングやストレッサーの関連も併せて検

討していたり，セルフ・コンパッションを 2 つの側面から

検討しているため，本研究の知見と直接比較することはで

きないが，セルフ・コンパッションは介護職員サンプルに

おいては直接的にバーンアウトの 3 下位尺度すべてと，訪

問介護員サンプルにおいてはコーピングを媒介して間接的

にバーンアウトの 3 下位尺度すべてと関連することが示さ

れている．職種によって，このような知見の不一致が生じ

る理由はまだ明らかになっていないため，今後の研究の蓄

積が望まれる． 
 また，情緒的に消耗した状態は離職意向につながると推

察された．このような関連は，バーンアウトの理論とも実

証的な先行研究とも一致した知見である 5-10)． 
 一方で，本研究ではバーンアウトのうち脱人格化と個人

的達成感については，セルフ・コンパッションとも，離職

意向とも関連を持たなかった．バーンアウトの 3 つの下位

尺度のうち，情緒的消耗感がその中核的要素であり，脱人

格化と個人的達成感は周辺的な要素であることが指摘され

ている 7, 26)．すなわち，脱人格化と個人的達成感は，情緒

的消耗感と比べて，バーンアウトとの関連が予想される変

数との関連が相対的に弱い可能性があり，本研究において

もその関連がみられなかったのかもしれない． 
 
4.2  本本研研究究のの限限界界 
 本研究の限界として，2 点述べる．まず，今回の調査で

はサンプルサイズが小さく，社会福祉士と精神保健福祉士

ごとの分析が行えなかったことが挙げられる．すなわち，

多母集団同時分析などを用いて，それぞれの職種特有の変

数の関連がみられるかどうか，検討する余地がある．第 2
に，本研究は一時点の横断調査だったため，セルフ・コン

パッションとバーンアウト，離職意向間の因果関係につい

て，十分に言及することができなかった．セルフ・コンパ

ッションが，その後のバーンアウトや離職意向を予測しう

るのか，今後，縦断調査によって検討する必要がある． 
 
附附記記 本研究は，東京家政大学大学間連携等による共同

研究「自己の慈しみの向上による対人援助職のバーンアウ

トと早期離職の予防プログラムの開発」（研究代表者：水

野雅之）の助成のもと実施された． 
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